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お詫び
今回の演奏会の宣伝印刷物において、チケット取扱先に「チケットぴあ」とありましたが、当団の
事情により取り扱いを辞めさせていただきました。印刷物の大部分は修正いたしましたが、お客様な
らびにチケットぴあ様にご迷惑をお掛けする事態になりましたことを深くお詫び申し上げます。



京都フィロムジカ管弦楽団
第4回定期演奏会

KyotoPhilomusicaOrchestraThe4thRegularConcert

歌劇くドン・ジヨヴアンニ＞序曲KV527
Ouvertu1℃zurOper"DonGiovanni"KV527

ピアノ協奏曲
ConcertoPourPianoerOrchertre

1.Allegi℃tto
2.Andanteconmoto

3.Rondeaualafrancaise

く<体憩＞＞

モーツァルト
WolfgangAmadeusMozart

プーランク
FrancisPoulenc

交響曲第3番ハ短調作品78「オルガン付き」サンーサーンス
SymphonieNo3enutmineurOp､78(Orgue)CharlesCamilleSaint-Saens

1．Adagio-AllegroModerato

PocoAdagio

2.AllegroModerato

Maestoso-Allegro

客演指揮：蔵野雅彦
ピアニスト：大畑博貴

オルガニスト：中山幾美子

1998年11月29日(日)14:00開演
京都コンサートホール大ホール



ごあいさつ
京都フイロムジカ管弦楽団顧問和田之宏

本日ここに「京都フィロムジカ管弦楽団」定期演奏会を開催するにあたり、
ご多用にも拘わらず、多数の方々のご来場をいただきまして誠にありがとう
ございます。

この定期演奏会も、回を重ねること第4回目となりました。

今回は、指揮者に蔵野雅彦氏を、又ピアノ独奏に大畑博貴氏、そしてオル
ガニストに中山幾美子氏をお迎えし、先生方のご指導のもと、ますます努力
と研鎖を積み重ねて参りましたが、本日はその成果を存分に披露してくれる
ものと期待致しております。皆様にはその努力の結実を演奏の中にお聴きい
ただければ幸甚に存じます。

最後になりましたが、京都フィロムジカ管弦楽団の為に、物心両面にわた
るご支援を賜りました皆様方をはじめ、ご指導下さいました先生方に厚く御
礼申し上げますと共に、定期演奏会のますますの発展を祈りまして、ご挨拶
とさせていただきます。

ヴァイオリン・ヴィオラ・チェロ・コントラバス
オーボエ・クラリネット・ファゴット
ホルン・バストロンボーン・パーカッション

（管楽器・パーカッションは、オーディションがあります）
練習時間は、毎週日曜日午後1時～午後5時です。

連絡先：政岡（075-982-5039）

小林(jg3057@mail2.doshisha.ac.jp)

フィロムジカの活動に協賛して下さる方を募集しています。

｜年会費｜
個人会員：1人につき￥4,000‐
ペア会員：2人で￥7,000‐

Jr.会員：高校生以下1人で¥2,000-
｜特典’
・年2回の定期演奏会にご招待します。
・会報にて、演奏会などの情報を案内します。

興味がありましたら、

坂本(075-406-2600)

小林(jg3057@mail2.doshisha.acjp)
までお気軽にどうぞ。

楽譜協力：トヨタミュージックライブラリ



ヴオルフガング。アマデウス・モーツアルト[1756～1791

歌劇くドン・ジヨヴアンニ＞序曲

1786年に「フイガロの結婚」で大成

功を収めたモーツァルトは、1787年の

夏にフィガロの結婚に続くオペラを完成さ

せました。初演は同じ年の10月にチェコ

のプラハで行われ、フィガロの結婚と同様

に大成功を収めました。序曲は最後まで完

成しなかったそうで、初演の日の朝5時に

フランシス・プーランク[1899～1963

ピアノ協奏曲

プーランクは、20世紀初頭に活躍した

フランスの作曲家でR.ビニェスにピアノ

を、ケックランに作曲を学びました。“フ

ランス6人組（ミヨー、オネゲル、オーリ

ック、デュレ、タイユフェール、プーラン

ク），，の一人として、フランス音楽の発展

に大きく貢献しました。作風はサティ、ラ

ヴェルらの影響を色濃く受けており、簡潔

な古典様式とフランス風エスプリに富んだ

作品を数多く残しています。今回演奏する

ピアノ協奏曲は1948年の秋、彼がアメ

リカに演奏旅行を行った際、ボストン交響

楽団から委嘱されて作曲したもので、初演

は1950年の1月にアメリカのボストン

でボストン交響楽団によってシャルル・ミ

ュンシュの指揮で行われました。

曲の構成は、伝統的な古典形式などにと

らわれることなく、1楽章に多くの旋律が

登場して、その旋律もアメリカの流行歌や

歌謡曲を思わせるような軽いものが多く肩

肘を張ることなく聴くことのできるような

構成になっています。

書き始め朝7時に楽譜係の人が訪ねてきた

ときにはもう書きあがっていたという伝説

が残されています。

今日演奏される序曲は読んで字のごとく、

オペラが始まる前に演奏されるもので、オ

ペラの中で登場する旋律が順に登場してき

ます。

（約5分）

●第1楽章
4"零retio

最初にピアノが第一主題（譜例1)を歌

い始めます。そして、それに呼応するかの

ようにオーケストラが主題の後半にあたる

旋律を応答します。この旋律がピアノとオ

ーケストラで合計4回繰り返された後、第

二主題がオーケストラによって演奏されま

す。この後、第三主題（譜例2）、第四主

題（譜例3）と続いていって、それぞれの

主題が何度か繰り返されて曲が終結します。

（約10分）

譜例1

譜例2

譜例3



●第2楽章 譜例5

A"血"だCo〃〃ひto

非常に静かに曲が始まる。ヴァイオリン

によって主要主題（譜例4）が静かに演奏

された後、ヴィオラとチェロがピチカート

でこれに伴奏をつける。やがて中間部に入

り、譜例5で示される第一中間主題が演奏

される。これがもう一度繰り返されたのち

オーケストラが第二中間主題（譜例6）を

演奏する。この後、前半部と同じテンポの

戻り、曲が終わる。

（約5分）

譜例6

譜例7

譜例8

蕊雪雲 殻

●第3楽章
Ro"企α〃j〃かα"“応e

たくさんの旋律がロンド風に自由に再帰

する。譜例7～10で示されるような旋律

が次々に登場してきて、終結へと向かって

いく。

（約4分）

譜例4

譜例9

譜例10

』
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シヤルル・カミーユ・サンーサーンス[1835～1921]

交響曲第3番ハ短調「オルガン付き‐

1835年にフランスのパリで生まれた

サンーサーンスは、1921年に86歳の

生涯を閉じるまで、作曲のみならず、オル

ガニスト、教育者としてフランス音楽界の

中心的役割を果たし続けました。教育者と

しては、存命中に国民音楽協会を設立して

若い音楽家の育成に腐心し、その門下から

は「レクイエム」等の作曲で有名なフオー

レといったような優れた音楽家を多数輩出

し、フランス音楽界の発展に大きく寄与し

ました。

作曲家としては、今回演奏する交響曲第

3番「オルガン付き」の他に、「動物の謝

肉祭」交響詩「死の舞踏」、歌劇「サムソ

ンとデリラ」などが知られており、古典的

な形式感の整った上品な曲から、ラテン的

情熱感のあふれる曲に至るまでの幅広い曲

想が、現代に至るまで高い評価を得ていま

す。

サンーサーンスは生涯に交響曲を5曲書

いたと言われていますが、そのうち2曲は

未発表で現在知られているのは3曲のみで

.-守一幸ロ一一一窪一一一一一与申一一マq'一一一一一一一4－号



す。しかし、その3曲についても、今回演●第1楽章

奏される第3番以外が演奏会で取り上げら Adagiひ丑"“o"toderato-Pocoα血g〃

れることはほとんどありません。弦楽器による物憂い序奏に続き、前述し

この、交響曲の大きな特徴として、主題た循環主題である第一主題が始まる。

の循環法なるものを取り入れて曲を構成しそれに引き続き、木管楽器による第二主

ているということが挙げられます。これは、題が始まる。この後、フルートを中心とし

曲全体を統一する一つのメロディー（譜例た第一主題の変形したものの演奏を挟み、

1）を用意して、それを様々な箇所で登場弦楽器による第三主題に入る‘

させることにより曲全体に統一性を持たせ以降は第一主題、第二主題を中心に曲が

ようとするもので、ほぼ同時期に作曲され盛り上がってくる。途中からオルガンの和

たフランクの交響曲二短調や、ベルリオー音が厳かに響きだし、曲は再び静かになり、

ズの幻想交響曲などにもみられる手法です。最後は静かに曲を終える。

もう一つの大きな特徴としては、表題をみ（約20分）

て明らかなことではありますがオルガンが

中心的な役割を果たしていることです。交 ●第2楽章

響曲にここまで大規模にオルガンが使用さ 4"零romoderato-〃"estosひ丑"昭F‘

れるのはもちろんこの曲が初めてであり、前半はスケルツォにあたる部分で、弦楽

オルガニストとしても名声を得ていた彼の器が循環主題をエネルギッシュに演奏する

才能が遺憾なく発揮しています。ことで曲が始まる。しばらくこのような落

1886年にこの交響曲が初演された直ち着きのない状態が続いた後、いったん曲

後、彼が尊敬してやまなかったフランツ．は静かになる。しかしそのような静けさも

リストがこの世を去りました。彼は彼の死長続きはせず、オルガンの荘重で堂々とし

を追悼する意味で、出版された楽譜の表紙た大音量が響きわたり、雄大に曲は進んで

に「フランツ・リストを追悼して(Ala いく。最後はオルガンと金管楽器との壮大

MemoiredeFranzLiszt)」と書き加えました。なコラールにより力強く終結に向かう。

また この交響曲は2楽章から成り立つ

ていますが、各楽章は2つの部分に分かれ

ているため、実際は4楽章の交響曲と変わ

りありません。

都ホテル・新都ホテル専属

■

岐 陽館

、

(約15分

譜例］
〔v凡ﾛ｡v･･》”－－＝＝＝ガーーニ=■－－一別

鐸議議事
KJc1

~‐マー‐ママ－
雪雲一郭倖…

(駐車場有）

〒604京都市中京区寺町通丸太町下ル
電話（075）231－1471
FAX(075)231-147]
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●客演指揮

蔵野雅彦
Co"""c"》．;Afasαﾙ波QKl"御"0

京都市生まれ。京都市立堀川高等学校音楽科(現京都市立音楽高校)を
経て、1979年東京芸術大学音楽学部卒業。トランペット、指揮を学ぶ。

79年カラヤン指揮ベルリンフイル日本公演にトランペット奏者として

参加。

89年本格的な指揮活動を開始。92年キエフ・ウクライナ・ナショナル

交響楽団の定期演奏会でマーラー交響曲第1番「巨人」、プロコフィエ

フ「ロメオとジュリエット」等を指揮し好評を得、指揮者としてのプロデビューを飾る。K
BSTV「京の響」に出演。93年ロシア、マリエル国立歌劇場より招待を受け、ヴェルデイ
「椿姫」を指揮、オペラデビューとなる。95年にはマリエル国立歌劇場でプッチーニ「蝶々
夫人」を満員札止め状況で指揮。また同年キエフバレエの本拠地、キエフ国立シェフチェン

コ歌劇場に客演。チヤイコフスキーの交響曲第6番「悲槍」等を指揮、ウクライナ全国に放

送され絶賛を博した。96年には、再びキエフを訪れ、国立フィルハーモニーを客演指揮。ベ
ートーヴェン交響曲第2番の演奏に対し好評を得る。97年にはラフマニノフの交響曲第2番
をCDに録音、発表し、好評を得る。98年には独・ヴュルツブルク市より招待され、同志社
交響楽団とともに渡独。ミュンヘン・ヘラクレスザールとヴュルツブルク国立音大ホールに
おいてチヤイコフスキー交響曲第5番、シューベルト交響曲第5番等を演奏。両公演とも大
成功をおさめ、特にヴュルツブルクでは、満場のスタンディングオベーションで幕を閉じた
日本国内では現在までに、京都市交響楽団、大阪市音楽団をはじめとし、多くのオーケス
トラを指揮している。

指揮法を伊吹新一、田中良和、遠藤雅古の各氏に師事。現在、青山音楽賞評議員。

具F現

●ピアノ独奏

大畑博貴
Pm"ojH"ひ〃O加”

京都市立堀川高校音楽科（現京都市立音楽高校）を経て、京都市立芸
術大学音楽学部を卒業。

′93年、′96年のリサイタル開催をはじめ、カワイクラシックサロンニ

ンサート、真声会大阪支部プロムナードコンサート、ジョイントリサイ
タル等の他、′90～'94にクリスマスチヤリテイーコンサートを堀川高校
出身の5名と開催。ソロの演奏活動以外にも、協奏曲や歌曲の伴奏、ア

ンサンプルで幅広く活躍している。

園田高弘、古川五巳、田隅靖子、故吉田輝子、田中美鈴の各氏に師事
現在、京都市立音楽高等学校教諭。

I~－

｜ 〆

蕊

同志社女子大学学芸学部音楽学科声楽専攻卒業。ハンブルク国立音楽

大学オルガン科卒。鴛測紹子氏、ハインツ・ヴンダーリヒ氏等に師事。

ハンブルク、京都でのリサイタルをはじめ、オムロン・デイライト・
コンサート（京都コンサートホール）、市民のためのオルガンコンサー

ト（宝塚ベガホール）、ポーランドのクラコフ夏期オルガン連続演奏会
（聖マリア教会）などで演奏する。また昨年より、オルガンのコンサー
トシリーズを、日本キリスト教団京都教会で行なっている。ソロ活動の
他に、通奏低音奏者、伴奏者として多くのカンタータ、ミサ曲等の演奏

会に出演。室内楽やオーケストラとの共演も多い。
現在、同志社女子中高、女子大学、国際中高並びに日本キリスト教
団京都教会オルガニスト。日本オルガニスト協会会員。

●オルガン

中山幾美子
Oﾉ型〃:K""ikoNolanﾉ""‘



●練習指揮

高谷光信

堀川高校音楽科（現・京都市立音楽高校）を経て、現在、大阪音楽大学

音楽学部に在籍。大学入学と同時に指揮者を志す。

1996年、ロシア・マリエル国立歌劇場主席指揮者V.ブラソロフ氏より

指揮のレッスンを受ける。1997年4月、大阪音大カレッジオペラハウス公

演広上淳一指揮歌劇「トスカ」にアシスタントとして参加。また、同大

学学生選抜オペラ松尾昌美指揮歌劇「フィガロの結婚」に指揮スタッフとして参加。

1998年、京都フィロムジカ管弦楽団のスプリングコンサートでベートーヴェン交響曲第7

番を客演指揮し、成功を収める。

現在、子供の音楽教室弦楽合奏講座指揮者、京都府厚生年金基金合唱団指揮者を務める。

指揮を伊吹新一、田中良和、蔵野雅彦、V.ブラソロフに師事。

●弦トレーナー

田畑佳子

福岡女学院音楽科、京都市立芸術大学卒業。

1990～1992福岡青少年オーケストラ

1996グリーンユースオーケストラ

1998三重バッハ合奏団2ndViolin

をそれぞれつとめる。

コンサートマスター

コンサートマスター

主席奏者

1998西日本出身新人紹介演奏会出場テレビ西日本賞受賞屋

●木管トレーナー

岸さやか

京都市立芸術大学音楽学部卒業。卒業演奏会に出演。ヤマハ管楽器新人演奏会に出演。第

1回、3回浜松管楽器アカデミーにて、宮本文昭、I.ゴリツキー氏のレッスンを受講。

オーボエを城石賢明、宮崎勇の両氏に師事。

●金管トレーナー

山I崎雅夫

京都大学卒業後、同大学、奈良女子大学オーケストラ等、20年来、金管打楽器トレーナー

を務め、吹奏楽団の指揮や指導も行う。トランペットをc.マクベス、M.アンドレ、A.

ハーセス各氏に師事。現在、京都大学交響楽団金管・打楽器トレーナー。

I.味覚極楽研究会主宰･…食べることと酒がすき。イギリスにてスコッチの蒸留所を訪ね

歩き、美味探求の名の下にドンチヤン騒ぎをしている。

2.ラッパがすき．……・・・金管楽器の枠にとらわれず様々な音楽家と交流。音楽を文化背

景から理解させ、それを技術向上へと発展させる指導を行う。

こういったI幅の広さは音楽的土壌をいっそう豊かにし、団員は大きな信頼を寄せている．



協業巻宛た

細萄尋握久を
四季折々の京菓子と
お抹茶でお寛ぎ下さい。

販売10:00～19:00／茶房11:00～18:00

●コンサートホールより北へ徒歩8分
北山店･北区上賀茂畔勝町壷(075)712-440E

■定休日／火期
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短期留学（4週間～）

ワーキングホリデー ■拳■

TheU卿呼Project
Tor,on↑◎,Canada

少人数で楽しく学ぶ、居住型英語学校

資料請求(日本)Tel.0595-65-6313

和洋生花鉢物専F厚

あなたが株式

選ぶ花店会社
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桂花園
けいかえん

本店：京都巾四凧区;ii島玉頭町4

電話(075)392-4587(代）

けいかえん売店：京都市西京区川島調子町94-12-2

電話(075)39各8730

鮒蕊秘
鐙 PM5:00～深夜12:0

(土･祝日前～AM20（

中･木屋町四条上凡

壷(075)221－351W
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ゆったりのんびりくつろげます

湯楽荘
蹴に’仕事に･戦さんの合宿にどうそ
近くに市の体育館･鮒場’ﾃﾆｽｺー ﾄあり

夏I堀で炭火パー ｷｭー ；

蕊しんでいただけます

亀岡市稗田野町柿花吉岡32京都交通柿花バス停近

0(0771)22-1030

印刷のことなら何でもおまかせ

大 地社
〒602京都市上京区河原町通荒神口上ルー筋目東入ル

TEL(075)231-1727
FAX(075)256-4604



フイロムジカの名のもとに

指揮者減野雅彦

僕にとって、苦手な質問というのがいくつかあって、そのひとつが「一番好きな作曲家

は？」である。僕は必ず「モーツァルトです」と答える。実は、次の演奏会で指揮する作

曲家を好きだと思っている事が多い。つまり、ころころ変わる。さらに本音を言えば、耳

元で最も多く鳴るのはジョン・レノンだし、そう答えたい気持ちもある。しかしモーツァ

ルトは僕にとって、天の高みに輝く音楽で、憧れである。神様に対する気持ちと似ていて

この複雑な「好き」は言葉では説明できない。今日はそのモーツァルトの「ドン・ジョバ

ンニ」で開幕。死の場面で始まり終わるこの歌劇の序曲は、レクイエムと同じ二短調で衝

撃的に始まる。たった30小節で悲劇が象徴的に語られ、次の一瞬で突如重い空気が消え

失せ、細かな弦の刻みに乗って蝿惑的な旋律が滑り出し、子供のように弾み、喜劇の面白

さを予感させる。音を決して濁らせずそれを語れるか？この曲が僕とフイロムジカにとっ

て最大の挑戦であることは言うまでもない。（最近の僕はツェルリーナに女‘性の本当の恐
ろしさを感じている。

大畑氏がソリストに決まって、さあ誰のコンチェルトにするかと、一緒にコーヒーを飲

んでいたら、偶然風のようにプーランクが流れ、彼が「これにしよう！」と言い一瞬で決

まった。一目惚れ状態である。僕は、彼が弾くドビュッシーが好きだったが、彼が弾くフ

ーランクを聞きたくて堪らなくなった。打合わせ練習では、次々に溢れ出るメロディーに

色をつけ、練習というより絵描遊びの感覚で、二人で楽しんだ。ただ、耳に心地よいこの

曲は聞くのと演奏するのでは大違い1オケは技術的に相当苦労しているはずである。

僕とフィロムジカの出会いは、数年前客演の依頼で代表者が家に来た時だ。学生オケで

はなく一般のオケだと聞いていたのに、意外にも高校生のようなかわいいお嬢さん達がや

って来た。客演が決まり合宿に参加した時、彼らの野望即ち「京都コンサートホールでオ

ルガン付をやる」を知った。あれから今日まで彼らとは音楽的に、また運営面で厳しく接

してきた。オケとして成長しなんとかサンーサーンスができるまでにしたいと思ったから

だ。プログラムの最後を飾るこの曲、構築の確かさとフランスのエスプリが絶妙のハーモ
ニーを醸し出す「オルガン付」を、どこまで、理想の演奏に近づける事ができるか？創団

間もない若いオーケストラが、一つの交響曲演奏に夢を託し、友と語り合い、泣き、笑い．

悩み、彼らは今日ついにそのステージに立っている。これは音楽を愛する者の理想的な姿
である。願わくぱ、今日の演奏が一人でも多くの人たちに感動をあたえられますように：



PHILOMUSICAisatconcertpitchformusicforyouandus.

団長小林香

ニューヨーク・フィルハーモニックにオーケストラマネージメントを勉強しにいった時、マネージャー

のカールが私に一冊の本をくれた。その本の中で彼はオーケストラのことを次のように描写している。

"It'safamily…Onethingbringsthemtogether.Ⅲフィロムジカにとって、このonethingとはなんだろう、
と考える。フィロムジカを生み出すべく動き始めてから、3年以上の月日が流れた。3年前にはなかった

ものが、今は、在る。なんだか、不思議だ。もうすでに、フィロムジカというオーケス|､ラが体温を持っ
て、さも自然にここにいる。フィロのみんなと出会えてよかった、と心から思う。フィロを介して知った

素晴らしいものに、感謝する。今日までいろんなことがあった。満足より、‘崖しいとか悲しいとか、そう
いった感‘情のほうをたくさん経験してきた。しかし、地道な途上で、小さな喜びをみんなでいくつも味わ
って来れた。今はわかる。そんな小さな喜びの集積は悔しさや落ち込みよりも遥かに大きなものであった

ということを。そして、ついにこの日を迎えた。楽しもう、初めて満足しよう。今日はフイロのみんなの

ことをいつもよりもっと誇りに思うだろう。今夜は飲もうよ。明日はゆっくりしよう。そしてあさってか

ら、新しく動き始めよう。この舞台を超えた自信を持って。この舞台を仲間と共に床わい、何か強いもの

を加えたフイロムジカで。「あの坂を越えると海が見える。」と書いた詩人がいた。「あの空は、海へと
つづくあさぎ色、もうすぐ海が見える。」今までもこれからも、道には勾配がついていて、今までもこれ
からも、悩み失敗し、そして、フィロムジカはつづいていくのだ。オーケストラは生き物だ。個'性溢れる
ベクトルが四方八方に伸び、それぞれの音楽の愛しかたを内包するがゆえ、ベクトルが四方八方に伸び、それぞれの音楽の愛しかたを内包するがゆえ、

難しい生き物。しかし、音楽が好き、という共通点がでっかくひとつあって、

それをいつも‘心に留めることで、夢が明らかになる。

マエストロはAdagioで天を仰ぐだろうか。音楽家、ここにあり。これほ
どまでフィロムジカに厳しい愛’情を持って接してくださった人はいない。す
べての団員が、心から感謝している。マエストロ・ソリスト・フィロムジカ

がConcertPitch、最高の極みで演奏することを祈る。ゆっくり、放熱しよ

う。私達の音楽を、伝えることができるだろうか？パイプオルガンが響く。
そこらあたりで、神様がニヤリと笑っているような気がした。 鯛

鋸小林香の紹介。
彼女にはオーラがあります。強いです。まわりにいたら感電しそうなイキ
オイです。口調はコミカルです。どうも「ば行」が好きらしく意味もなく
「ぱぴ一」とか言ってますね、時々。しかし真剣に話をするときは一転、語
尾まではっきりと言い切る話し方になり、えっらく主張してるような感じも
しますが実はかなり「気ぃ使い」です。
彼女には今にも結晶化して目に見えてくるのではないかと思えるような信
念があります。問題の処理能力が抜群です。彼女が総理大臣になったらニホ念があります。問題の処理能力が抜群です。彼女が総理大臣になったら二ホンも好景気になるでしょう。
でも彼女は二ホンの総理大臣なんかに興味はないに違いない。彼女は理想と創造を求めて世界に向けてダ
ッシュしてます。今日もまた。（ふみさん）

対談：「無知ほどこわいものはない、無知ほど強いものはない_
＝

壬＝

「ご来場下さいました皆様こんにちは。来てくださってぼんとうにありがとうございます

コンサートミストレスの‘いのうえふみ，と申します。ヴァイオリンを弾く以外には大学

生をやっております。」

「続きまして、団長のこばやしかおりです。このページでは鶴フィロの今までのことを皆
さんにお話したし、と異います。」

「さてこの3年ほどのあいだに色々面白し､ことがありました。私達はオーケストラという

右のに対してぽんとに蕊矢口でしたね。」

「そうですね…。無矢ﾛほど強いものはなし､ですね、まったく。」
「あ、こんなことがありました。あれは第2回演奏会の客演指揮を燕野先生にお願いしに
行った8寺のことです。当時お金がなかった（今宅ないけど）私達でしたが、会計だったT

さんカミ先生に‘私達はお全力誉ないんです…勉弓蛍してください’と言ったのは感動つづいて

爆笑ものでしたね。今夏うと冷や汗が出ますね。」



フィロムジカについて

コンサートミストレス井上史

フイロムジカという種子があり、高校のオーケストラ部の後輩であったこばやんこと団長小林香が私に

一緒に育ててみませんか、と言ってくれました。約3年前のことです。私にはそれが種子であることもよ

くわかりませんでした。そういうと初めはその種子には名前もなく、はっきりした形すらなかったのでし
ふ

にo

種子をまず水に浸し土に埋めたのは彼女と私でしたが、根を出し芽を出しコンサートの舞台で光を浴び
多くの人に水と栄養を与えられ世話されて成長してきたのは、その種子自身でした。今どれくらいの大き
さなのでしょう？
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童過 井上史の紹介。
幼少時の“火の鳥”に顔が似ている。ナマケモノの絵を描かせたら天下一
品。車好き。思い返せば彼女の初一人運転に同乗したのは私だった。フィロ
の仕事のためにくねくね道を走ることがあって、二人して恐‘怖で叫んだ。私

の戦友！彼女の武器は、バイオリン。彼女のバイオリンと音楽に対する深い思いは、私の迷いを消し、一
貫していた。創団者として彼女が‘‘静”の役目を負えば、私は“動”を負ったが、静はいつも動を凌駕し
導いたのだった。「フィロムジカ」とは彼女が名づけた。愛すべき人物。（こばやん）

二一

「（爆笑）そうでしたねえ、なんと強し、1種野先生とは第2回定演で共演させていただき
ました力ご漣その日寺のソリストの藤井先生もユニークな方でしたね。素晴らしい人で違終衰

後みんなでウルトラマンの人形を5体ばかりう。レゼントしました。たしか－ウルトラマン

ギガもちゃんと入ってたはず！」

「そうでしたね。人形を求めて新京極のおもちゃ屋さんを回りましたねえ。藤井先生には
アランフェス協奏曲の2楽章で泣かせていただきました。穏やかで熱し嶋、そして親しみや
すい素晴らしい方でしたね。燕野先生との出会いはフイロムジカにとって大きい右のでし

たよね。」

「フィロムジカと先生の間の歴史は生半可なものじゃないですね。真剣勝負ですよ。音楽

面、事務面で愛の鞭をいただきました。」

「先生の音楽に向かわれる真禦な姿勢には打たれますし鑓やる気にさせられますね。魅せ
られるというか乗せられるというか。」



＝

「コンサートホールでオルガン付きをやるとし、うのは創団8寺からの目標で、それを燕野先
生に振っていただけるのは光栄です。フイロは二年ごとにでっかし､号寅奏会をやるというサ

イクルで回っていて、演奏会一回ごとに音楽的な目標を変えるということをせずに、二年

でひとつの大きな流れと目標を毛って活動しています。それは、音楽を勉論していく上で
大切なことではないでしょうか？」

「今回の演奏会で第1サイクルがとりあえず終了、ということになります。今回はフラン
ス毛のをやるということで、あえて今までロシアものはやらずに来ましたね。これからは

どうなっていくのでしょうか。特徴的なこととして、フィロムジカは楽団の個!|生をとても
大切にしていると里いますが。」

「楽団の個I性を言葉にして伝えるのは難しいし、誤解の危険性をはらみますが敢えていう
と、斬新なう。ロク唾ラムビルディング、つまり、アヴァンギャルドさにこだわるということ

そして若い世代を中竺にした楽団運営がコンセフ･卜です。珍しし､曲、やってますよね？」
「今まで同じフ・ログラムの演奏会が300回はあったよね－、と里うようなう。ログラムビル

ディンｸ唾は避けよう、ということですね。いわゆる‘ベタ，なう。口グラムは避けとこう、

という。数ある市民オケの中で、フィロムジカカミ固有の色を持ったオケであってほしいと

いうのは創団者としての私の願いでもあります。理念右ですし－また、音楽的にも一つの

‘フィロムジカの音、響き‐音楽’が生成されていくことを願いますね。」
「そうですね。フィロムジカが人を感動させるような音楽をし、活動をするオーケストラ

になることを祈ります。そのためには何をしたらいいのか、常に考えて行きたいですね。
じゃ、最後に言っときましょか。‐’

｢本日は、ご来聴誠にありがとうございます。今後と毛フィ

ロムジカを広援して下さいますようお願い申し上げます。

そしてこれからもフイロムジカに明るい現在と未来力富あり

ますように。」



ItaUan,French&German

SITUNGSandBOWS

伊
画畝“鷺r勉型sqfmuz垣ilnstrwnenti

e蛎淫α守。
XmmSﾉⅣCEノ輿5

ヂメリカャ察蕃壱
〒603京都市北区地下鉄北大路釈w

TEL075(441)2341PAX075(414)00li

<音嚢蚊宣のご衷内主

-圭一

ヴァイオリン（ヴィオラ）靴チェOWI一頭αかを皿しており辰丁．

お気gにご相展下さい

荊湘荊州湘引湘荊荊荊荊荊引哩

劃
ForSchool,BusinessorPleasure

ア･ブ･ク・ド・イングリッシュスクール

小学生から大人迄の英語専門教室

〒607地T鉄東西線御陵駅下車

徒歩3分協和荘301～30i

TEL+FAX075-593-4ｲ26

引荊荊湘荊畑荊荊荊畑荊荊躯

蕊 耀日本教育旅行

‘パ}二丁

京都府知事登録第6量

日本教育旅行
京都市下京区鳥丸七条上ルー筋目東入

画頭0120-040566
合宿・ゼミ旅行・スキー・海外旅行etc

お気軽にご相談くださv

合宿･研修に､ぜひどうぞ1：

びわ湖 千鳥荘
滋賀県滋賀郡志賀町南浜403

Tel/Fax(077)594-0035

痘霊函
素却β主'誹了之野庵
TEL077/175)olll

安達消化器科内科医院

京都市左京区下鶴東本町DEMI-RAKUHOKU
冠(075）フ12-5558



建鷲撫蝉
俗世の愁い漂うモーツァルト

俗と聖の同居するプーランク

聖なる祈りの唇きサンサーンス
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